確　　　約　　　書
令和　　年　　月　　日
北名古屋水道企業団
企　　業　　長　　様
	申　込　者
	住　所
	〒　　－

	
	ﾌﾘｶﾞﾅ
氏　名
	　　　　　　　　　　　　印


（個人の場合は自署）
貴企業団へ給水装置工事の申込みをするにあたり、北名古屋水道企業団給水条例を契約の内容とすることに合意し、下記の事項について一切異議申立てしないことを確約します。また、この給水装置を第三者に譲渡又は貸与するときは、当該第三者に本確約書の内容を継承します。
	工事場所
	番地　　　


記
１　給水加入金、水道料金に関すること。

２　給水装置の新設、改造、修繕又は撤去に要する費用を負担すること。
３　私と指定給水装置工事事業者との間で交わされる、給水装置工事の費用について。

４　企業団から貸与された水道メーターは私が責任をもって管理し、紛失又は破損した場合に、その損害額を弁償すること。
５　給水装置（水道メーター含む）について料金課に関する業務・維持管理業務等のために、企業団職員・検針員及び委託業者が敷地内へ立ち入ること、並びにそれに必要な行為を行うこと。
６　水道メーターと直近の官民境界との間に塀やフェンス等の遮蔽物を設置しないこと。やむを得ず設置する場合は敷地内に立入らずに水道メーター検針ができるよう、私の費用負担で遮蔽物を加工すること。

７　しゅん工検査後、構造物等で水道メーター検針及び取替等が困難な状態になった場合に、企業団の指示により私の費用負担で再工事すること。
８　水道メーター口径を減径する工事の場合に、新口径と旧口径との間に生じる給水加入金の差額について、返却を求めないこと。

９　しゅん工検査前、配水管への取付口から水道メーター又は第１止水栓までの間の給水装置に事故（破損等）があった場合に、私の費用負担で原状回復すること。

10　しゅん工検査後、配水管への取付口から水道メーター又は第１止水栓までの間の給水装置を企業団に移管し、企業団がそれに必要な行為を行うこと。但し、開発道路の場合の範囲は配水管への取付口から各戸の水道メーターまでの間の給水装置とする。
11　給水装置に設置された、浄活水器等通過後の水質について。

12　３階（２階屋上付含む）戸建住居（１～２世帯）で1階から３階（屋上）又は２階から３階（屋上）の使用者が同一の場合に、給水管分岐部の道路面より高さ６ｍ以上にある水栓部の出水不良について。
